














































患者団体 新潟水俣病被災者の会 新潟水俣病被害者の会 2011年に新潟水俣病患者会 阿賀野患者会 阿賀野患者会
原告（認定／未認定） 認定患者 未認定患者 未認定患者 未認定患者 未認定患者









































































































































































































































スは、おおまかに 3 つの時期に区分できる。第 1
期は、1972 年に阿賀野川中・上流ではじめて認
定患者が出てから、1976 年と 1977 年の旧安田町















































































患者番号 世帯番号 発症年 男／女 備考
1 1 女 第 2 次訴訟中に認定
2 2 男 後に家族が特措法で救済
3 3 女 特措法で救済
4 11 S34 発症 女
5 12 女
6 14 女 特措法で救済
7 16 斎藤医師の診断を受ける
8 17 S36 発症 男 二次訴訟原告、医療手帳
9 23 女 医療手帳










15 29 S34 発症 女 斎藤医師の診察を受ける





19 S40 発症 女
















者の情報を拾うと、表 5 のように 19 名、16 世帯
となる。当時のS集落 36 世帯の 44.4％の世帯で、
身体に何らかの不調を感じ、不安に思っている人
がいたことがわかる。また、名簿に記載の生年月






























2 度目の集団検診が行われた 1977 年、新潟で
はじめて行政不服審査請求の口頭審理が行われた。
行政不服審査請求は 1977 年から 1987 年までに













































でたどり着いたのは 2 名である（うち 1 名が裁判
の途中で認定）15）。裁判の原告になるには心理的




























また第 3 次訴訟およびノーモア第 1 次訴訟の原告
になった患者は 0 名である。
ノーモア第 1 次訴訟が提訴された 2009 年に特
措法が制定され、2010 年から申請受付が始まっ




























関川医師の検診を受けるよう 1 軒 1 軒、声をかけ
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て歩いたという。こうした地道な潜在患者の発掘
運動によって顕在化した 4 世帯 6 名が、ノーモア
ミナマタ第 2 次訴訟の原告になった 17）。

























た 22 名が、2013 年にノーモア第 2 次訴訟を提訴
した。原告数は、2018 年末現在、11 陣 136 名に
のぼっている。
S集落の 4 世帯 6 名というのは、集落の世帯数
や人数からみても、さほど多いとは言えない。し
かし、みてきたように、S集落の被害の顕在化に
































前の 1962～63 年ころ、もう 1 軒は公式発表の
1965 年である。この 2 軒は、どちらも 1976 年以
降に中流域で展開された「地元で集団検診を実現
させる会」の運動のなかで顕在化した患者宅であ










モア第 2 次訴訟原告のいる世帯番号 4 と世帯番号
8 に川魚を配布している。世帯番号 4 は川魚漁を
していないが、特措法で 2 名が救済された世帯番
号 7、ノーモア第 2 次訴訟原告の出ている世帯番
号 11 からも川魚をもらっている。また、世帯番






















































































































7） 第 2 次訴訟の陳述書（世帯番号 17）による。
8） 旗野秀人氏の文書より。
9） 1993 年 12 月、明和会役員Aさんへのヒアリングに
よる。



















は 3 世帯 4 名となり、さらにS集落から転居した人




































































2 次 舟所有 猫狂死 川魚入手方法 魚種 備考






2 　　 2 1 1 11 からもらう。





3 1 2 アミ、釣り。親戚、7、17 からもらう。
フナ、ハエ、コイ、ニゴ
イ、川ガニ、ナマズ
5 　 1 1
6 　　 2 2
7 　　 2 2 獲る。
8 　　 2 1 1
獲る。
1、17 からもらう。
9 　 1 1 11 からもらう。













12 　　 2 1 1 あり 釣り、アミ。









15 　　 2 2 アミ（投網）、ヤス。
16 　　 2 1 1 1 あり アミ（投網）、ヤス、釣り。





18 　 1 1 釣り
19 　 1 2 義父が特措法救済
20 　 1 1 釣り
21 　　 2 2
22 　　 2 2
23 　 1 1 1
24 　 1 1 あり＊ アミ（投網）。11 よりもらう。
25 　　 2 2
26 　 親が釣り。






29 　 1 1 1
30 　 1 1
31 　 0
32 　 0 釣り。
33 　 0
35 　 1 1 0
36 　　 2 2 0
アミ、釣り。
親戚、7、17 からもらう。
計 52 19 2 2 2 27 4 0 6 3 2
（出典）旗野秀人氏、共闘会議、阿賀野患者会より提供の資料および第 2 次訴訟原告陳述書から作成。
（注 1）住所はS集落であるが、社会関係上、稗河原場に接続する世帯は含めていない。
（注 2）近隣集落に婚姻などで居を移した方については備考に記すに留め、カウントしない。
